
　「八乙女種まきザクラ」イメージソング「時蒔（ときじ）の桜」
の完成を記念し、作詞作曲を手掛けた町出身のシンガーソングラ
イターＯＳＡＭＵさん（広野出身）のコンサートが 9月 27 日、
荒砥地区コミュニティセンターで開催されました。
　ＯＳＡＭＵさんは、２００席が満席となった会場で、「時蒔の
桜」を含む12曲を熱唱。コンサート終了後ＯＳＡＭＵさんは、「自
分の歌が地域の役に立てばうれしい」と、曲に込めた思いを語り、
コンサートを主催した「時蒔の桜」制作委員会の広瀬健治会長は、
「ＯＳＡＭＵさんには本当に感謝している。この歌を、うまく町
おこしにつなげていきたい」と述べました。
　なお、「時蒔の桜」のＣＤを購入される際は、制作委員会（☎
85－ 5826）までお問い合わせください。

「時蒔（ときじ）の桜」完成記念コンサート
　地域を盛り上げる歌のチカラ

鮎貝小学校稲刈り体験
  秋の「おいしい」を収穫
　9月 24 日、５月に田植えを体験した鮎貝小学校の５年
生 33人が、「田んぼの学校（※）」で稲刈り体験をしました。
　町土地改良区、サンファームしらたか、ＪＡ青年部のみ
なさんに、稲の刈り方、束ね方、杭掛けを指導してもらっ
た児童たち。最初は、「難しい」と悪戦苦闘していましたが、
慣れてくるとグループ毎に協力して、手際よく作業を進め
ていました。児童たちが自分たちで植え、収穫したお米は
給食で味わう予定です。
（※）「田んぼの学校」は、町土地改良区による活動で、サン
ファームしらたか西側の圃場で行われています。

白鷹中学校大運動会
  熱い応援が心に響く
　あいにくの雨により、８月 30日に延期となり開催された、第１回白鷹
中学校大運動会。しかし、この日も朝から降り続ける雨が止むことはなく、
体育館で応援歌合戦及び応援合戦のみ行われました。
　白軍、赤軍、青軍―「自分たちが一番だ」と言わんばかりに、それぞれの組が熱の
こもった応援を披露。練習を重ねてきた成果が表れた統一のとれた動きと、体育館いっ
ぱいに地鳴りのように響き渡る声に、観戦していた保護者や関係者から惜しみない拍
手が贈られました。なお、この日実行できなかった競技の部は後日行われました。

保護者の皆さんにグラウンドの
水取りをしていただきました ▼
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